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～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

●  

募　

集  

●

野
菜
・
花
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

〔
申
込
書
設
置
場
所
〕

・
神
埼
中
央
公
園
体
育
館

・
千
代
田
支
所　

社
会
教
育
課

・
脊
振
公
民
館

○
申
込
締
切

　

２
月
12
日
（
火
）

○
そ
の
他

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
各
自
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

○
申
込
・
問
合
せ
先

　

神
埼
市
体
育
協
会

　
（
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
内
）

　

☎
５
２

－

３
７
５
０

○
と
き

　

２
月
24
日
（
日
）

　
（
受
付
）
午
前
８
時
半　

　
（
開
会
）
午
前
９
時　

○
場
所

　

神
埼
中
央
公
園
体
育
館（
神
埼
町
）

○
種
目

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
（
輪
投

げ
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
、
デ
ィ
ス

コ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
、
デ
ィ
ス

ゲ
ッ
タ
ー
、
バ
ッ
ゴ
ー
他
）

○
申
込
方
法

　

専
用
の
申
込
書
を
市
内
３
施
設
に

設
置
し
ま
す
。

○
と
き

　

３
月
10
日
（
日
）
※
雨
天
中
止

　

・
受
付　

午
前
９
時　

　

・
開
会　

午
前
９
時
半　

○
コ
ー
ス

　

５
キ
ロ
コ
ー
ス
（
千
代
田
町
内
）

○
集
合
場
所

　

千
代
田
支
所
の
正
面
玄
関
前

○
申
込
方
法

　

専
用
の
申
込
書
を
市
内
３
施
設
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

〔
申
込
書
設
置
場
所
〕

・
神
埼
中
央
公
園
体
育
館

・
千
代
田
支
所　

社
会
教
育
課

・
脊
振
公
民
館

○
申
込
締
切

　

２
月
28
日
（
木
）

○
そ
の
他

　

帽
子
・
タ
オ
ル
・
水
筒
は
各
自
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
体
育
協
会

　
（
神
埼
中
央
公
園
体
育
館
内
）

　

☎
５
２

－

３
７
５
０

神
埼
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会　
　

　
　
　
　
　

参

加

者

募

集

第
18
回
か
ん
ざ
き
「
櫛
田
の
市
」

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
大
募
集
！

「
第
４
回
地
域　

人
づ
く
り
・　
　

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
」

神
埼
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン　
　

　
　
　
　

大
会
参
加
者
募
集

　

畑
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
野
菜
・

花
づ
く
り
な
ど
を
楽
し
み
た
い
と
い

う
農
園
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
場
所　

　

直
鳥
ク
リ
ー
ク
公
園
内

　
「
菱
の
里
ふ
れ
あ
い
農
園
」

○
区
画
面
積

　

１
区
画
10
坪
程
度

○
募
集
区
画

　

２
区
画

○
利
用
料
金

　

１
区
画　

年
額　

６
，
０
０
０
円

☆
年
度
途
中
か
ら
の
利
用
料
金

　

月
割
計
算
（
一
ヶ
月
５
０
０
円
）

※
受
付
順
と
し
ま
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

千
代
田
支
所　

農
政
水
産
課
分
室

　

☎
４
４

－

２
１
９
８

○
と
き　

３
月
２
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
櫛
田
宮
周
辺

○
出
店
料　

１
，
０
０
０
円

○
ス
ペ
ー
ス　

約
５ｍ
×
４ｍ

※
食
品
不
可
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｃ
Ｓ
Ｏ
か
ん
ざ
き　

神
幸
館

　

か
ん
ざ
き
櫛
田
の
市
事
務
局

　

☎
２
０

－

２
５
１
０

�

市
民
・
Ｃ
Ｓ
Ｏ 

参
加
募
集

○
と
き　

３
月
２
日
（
土
）

　

午
後
２
時
か
ら
７
時
半
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
幸
館
集
合

○
内
容

①
ふ
る
さ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う

　
「
足
元
を
見
つ
め
直
す
見
聞
ツ
ア
ー
」

②
Ｃ
Ｓ
Ｏ
活
動
事
例
発
表
会

③
地
域
円
卓
会
議

　
「
ま
ち
づ
く
り
主
役
会
議
」

　

市
民
協
働
活
動
推
進
発
表
会

④
ど
う
せ
な
ら
知
り
合
お
う
交
流
会

※
会
費　

３
，
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｃ
Ｓ
Ｏ
か
ん
ざ
き　

神
幸
館

　

☎
２
０

－

２
５
１
０
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チャリティ～歌謡コンサート
～心に響く魂の歌声をあなたに～

とき 平成25年３月３日（日）平成25年３月３日（日）
●開演 ９時30分／お問合せ先 ０９０-２７１０-４５１６●開演 ９時30分／お問合せ先 ０９０-２７１０-４５１６
主催：チャリティー歌の集い　協賛：大衆音楽協会九州本部　協力：県内外歌謡教室主催：チャリティー歌の集い　協賛：大衆音楽協会九州本部　協力：県内外歌謡教室

ところ 千代田町はんぎーホール

小田純平・加納歌佳・北　浩二
入場料

1,500円
（全席自由席）

有
料
広
告

有
料
広
告

『
奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金
』に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
と
遺
言
の
説
明
会

県
内
一
周
駅
伝　
　
　
　
　

神
埼
・
吉
野
ヶ
里
チ
ー
ム
に
応
援
を
！

佐
賀
県
が
ん
患
者
・
家
族
集
い
の
会

　

岩
手
県
陸
前
高
田
市
高
田
町
字
鳴

石
４
２

－

５

　

☎
０
１
９
２

－

５
４

－

２
１
１
１

　

FAX
０
１
９
２

－

５
４

－

３
８
８
８

　

陸
前
高
田
市
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
大
津
波
に
よ
り
７
万
本
の
松
の

中
で
た
だ
一
本
だ
け
残
っ
た
「
奇
跡

の
一
本
松
」
を
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
保
存
処
理
を
行
い
、
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
と
し
て
元
の
位
置
に
復
元
す
る

こ
と
と
し
、「
奇
跡
の
一
本
松
保
存
募

金
」
と
称
し
て
多
く
の
み
な
さ
ん
に

募
金
を
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
募
金
方
法
】

○
口
座
振
込
（
振
込
手
数
料
は
お
客

様
に
て
ご
負
担
頂
き
ま
す
）

〈
岩
手
銀
行
〉

　

口
座
：
岩
手
銀
行　

高
田
支
店

　
　
　
　

普
通　

２
０
５
１
８
３
６

　

名
義
：
奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金

　

代
表　

陸
前
高
田
市
長　

戸
羽
太

　
　
　
　
（
と
ば
ふ
と
し
）

〈
ゆ
う
ち
ょ
〉

　

口
座
記
号
番
号
：

　

０
２
２
９
０

－

９

－

１
２
７
０
１
３

　

名
義
:
奇
跡
の
一
本
松
保
存
募
金

○
現
金
書
留

　

現
金
書
留
で
左
記
連
絡
先
ま
で
ご

郵
送
く
だ
さ
い
。

※
送
付
金
額
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
載
し
た
文
書
を
同
封
く

だ
さ
い
。
後
日
、
受
領
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

陸
前
高
田
市
都
市
計
画
課

　

〒
０
２
９

－

２
２
９
２

～
市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

有
料
広
告
募
集
中
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
長
公
室
（
☎
３
７
‐
０
０
８
８
）
ま
で

　

後
見
人
、
保
佐
人
、
補
助
人
な
ど

の
成
年
後
見
制
度
や
任
意
後
見
人
制

度
の
利
用
方
法
、
遺
言
書
の
作
り
方

な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

○
と
き	　

３
月
２
日
（
土
）

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

○
と
こ
ろ	　

ア
バ
ン
セ
（
佐
賀
市
）

○
申
込
方
法　

　

電
話
に
よ
る
予
約
（
定
員
50
人
に

な
り
次
第
受
付
終
了
）

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　
（
公
社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
佐
賀
支
部

　
（
佐
賀
県
司
法
書
士
会
）

	　

☎
２
９

－

０
６
２
６

○
と
き　

３
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
総
合
保
健
会
館

○
対
象　

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族

○
内
容　

絵
手
紙
教
室
、
交
流
会

○
参
加
料　

１
人
３
０
０
円

○
申
込
期
限　

２
月
28
日
（
木
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
佐
賀
県
総
合
保
健
協
会

　

☎
２
７

－

４
６
６
６

　

２
月
15
日（
金
）

か
ら
17
日
（
日
）

の
３
日
間
、
県
内

一
周
駅
伝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

地
元
、
神
埼
・

吉
野
ヶ
里
チ
ー
ム

も
、
優
勝
を
目
指

し
、
日
々
厳
し
い

練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

神
埼
市
内
の
主
な
通
過
点
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
温
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

○
神
埼
市
内
通
過
コ
ー
ス（
２
月
15
日
）

･
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
サ
ピ
エ
前

　
（
４
区
中
継
地
点
）

　

通
過
予
定
時
間　

午
前
10
時
25
分

･
神
埼
市
役
所
千
代
田
支
所

　
（
５
区
中
継
地
点
）

　

通
過
予
定
時
間　

午
前
10
時
40
分

･
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア
ニ
ー
前

　

通
過
予
定
時
間　

午
前
10
時
50
分

･
千
代
田
町
東
原
の
町
交
差
点

　

通
過
予
定
時
間　

午
前
11
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
体
育
協
会

　

☎
５
２

－

３
７
５
０

福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
合
同
就
職
面
接
会

　

福
祉
施
設
や
病
院
、
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
、
県
内
の
事

業
所
の
人
事
担
当
者
が
一
堂
に
会
す

る
面
接
会
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

福
祉
人
材
並
び
に
介
護
・
看
護
等
の

人
材
確
保
と
、
就
業
希
望
者
の
経
験

や
条
件
等
に
対
応
し
た
就
業
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

○
と
き　

２
月
８
日
（
金
）

　

午
後
１
時
半
か
ら
３
時
半
ま
で

○
受
付　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

○
と
こ
ろ	　

　

佐
賀
県
総
合
体
育
館
（
佐
賀
市
）

○
内
容�

・
参
加
事
業
所
と
の
面
接
会	

・
福
祉
関
連
資
格
や
そ
の
取
得
方
法

並
び
に
介
護
・
医
療
分
野
の
仕
事

内
容
に
つ
い
て
の
相
談	

※
参
加
費
無
料
・
事
前
申
込
不
要

○
参
加
事
業
所

　

老
人
福
祉
施
設
、老
人
保
健
施
設
、

児
童
養
護
施
設
、
知
的
・
身
体
障

害
者
施
設
、病
院
、在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
公
共
職
業
安
定
所

　

☎
２
４

－
４
３
６
２

　

佐
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
８

－

３
４
０
６

● 

お
し
ら
せ 

●
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有
料
広
告

発
達
障
害
者
専
門
相
談
窓
口

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

相
続
登
記
は
お
済
で
す
か
無
料
相
談

　

佐
賀
県
司
法
書

士
会
で
は
２
月

を
「
相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
月

間
」
と
定
め
、
相

続
に
関
す
る
相

談
を
１
ヶ
月
間
無
料
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
相
談
登
記
を
は
じ
め
と
し

て
、
遺
言
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
相

続
に
関
す
る
相
談
な
ら
何
で
も
結
構

で
す
。

○
実
施
期
間

	　

２
月
１
日
（
金
）
か
ら

	　
　
　
　

28
日
（
木
）
ま
で

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
と
こ
ろ

　

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

※
直
接
、
県
内
の
司
法
書
士
に
予
約

が
必
要
で
す
。

○
相
談
例

・
登
記
名
義
人
が
先
々
代
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る

・
パ
ー
ト
ナ
ー
に
財
産
を
相
続
さ
せ

た
い

・
相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人
が

い
て
、
遺
産
分
割
協
議
が
で
き
な

い
◎
問
い
合
わ
せ
先

	　

佐
賀
県
司
法
書
士
会

	　

☎
２
９

－

０
６
２
６

～
毎
週
火
曜
日
（
平
日
）
は
、
午
後
７
時
ま
で
窓
口
延
長
（
本
庁
の
み
）
～ 

詳
し
く
は
、
神
埼
市
役
所　

市
民
課
（
☎
３
７
‐
０
１
１
６
）
ま
で

司
法
書
士
に
よ
る　
　
　
　

　
　

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

石
綿
に
よ
る
疾
病
の　
　
　
　

　
　
　

労
災
補
償
制
度
に
つ
い
て

●  

相　

談  

●

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
巡
回
相
談

○
と
き　

２
月
14
日
（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

○
と
こ
ろ

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区
中
央
支
所

○
対
象
者

　

神
埼
市
・
吉
野
ヶ
里
町
で
農
業
を

始
め
た
い
方

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｊ
Ａ
さ
が
神
埼
地
区　

園
芸
課

　

☎
５
３

－

３
７
６
７

○
と
き　

２
月
14
日
（
木
）

　
（
受
付
）
午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
相
談
内
容

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
に
関
す

る
診
断（
診
断
科
目
は
整
形
外
科
・

耳
鼻
咽
喉
科
）

②
医
療
に
関
す
る
相
談

③
補
装
具
の
交
付
又
は
修
理
、
適
合

等
に
関
す
る
相
談
、
判
定

④
施
設
入
所
な
ど
に
関
す
る
相
談
、

そ
の
他
更
生
指
導
に
関
す
る
こ
と

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
【
２
月
１
日（
金
）か
ら
予
約
開
始
】

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

神
埼
市
役
所　

高
齢
障
が
い
課

　

☎
３
７

－

０
１
１
１

○
と
き	　

２
月
９
日
（
土
）

	　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
予
約
不
要

○
と
こ
ろ

　
【
神
埼
会
場
】

　

神
埼
市
中
央
公
民
館	

第
４
研
修
室

　

☎
５
３

－
２
３
２
５

　
【
佐
賀
会
場
】

　

ア
バ
ン
セ　

第
１
研
修
室

　

☎
２
６

－

０
０
１
１

　
【
鳥
栖
会
場
】

　

鳥
栖
商
工
会
館　

３
階
大
会
議
室

　

☎
０
９
４
２

－

８
３

－

３
１
２
１

※
他
、
県
内
４
ヵ
所
で
開
催

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
係
な
く
、

ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

○
内
容

	　

不
動
産
の
相
続
･
売
買
・
贈
与
・

会
社
設
立
・
役
員
変
更
な
ど
の
登

記
、
供
託
、
債
務
整
理
（
破
産
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
ト
ラ
ブ
ル
、

ヤ
ミ
金
な
ど
）、成
年
後
見
、遺
言
、

各
種
裁
判
手
続
き
な
ど
司
法
業
務

全
般

※
当
日
は
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。

◆
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
当
日
の
み
）

　

☎
２
９

－

０
６
６
０
（
代
表
）

　

☎
２
９

－

０
６
３
５

◎
問
い
合
わ
せ
先

	　

佐
賀
県
司
法
書
士
会	

事
務
局

	　

☎
２
９

－

０
６
２
６

　

発
達
障
害
児
（
者
）
や
そ
の
ご
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
に
応

じ
て
適
切
な
医
療
、
相
談
、
教
育
、

療
育
機
関
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
要
予
約

○
と
き　

２
月
25
日
（
月
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
（
原
則
毎
月
第
４
月
曜
日
、
１
回

50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

　

☎
０
９
０

－

６
２
９
６

－７
５
５
０

　

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
で
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石

綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に

は
、
労
災
保
険
給
付
等
の
支
給
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

佐
賀
労
働
局
労
働
基
準
部

　

労
災
補
償
課

　

☎
３
２

－

７
１
９
３
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FM佐賀

～イケメン日記Ⅱ～

MY DEAR　神埼

ＦＭ佐賀　
【放送時間】 毎週水曜　12：00～12：55
【ＦＭ佐賀のホームページ】
http://www.fmsaga.co.jp
【USTREAM】 http://bit.ly/mqExTc

間】毎週水曜 12 0
ＭＹ ＤＥＡＲ 神埼

　こんにちは！２月といったらバレンタインデーです
ね！僕には全く関係のないことです！！すがすがしい
です！
　エフエム佐賀、毎週水曜日、お昼12時から放送の「MY 
DEAR 神埼」、聴いてくれていますかー !?「イケメン
☆パラダイス」コーナー担当の内田侑貴です。
　今回も番組内で月１回放送している企画、「内田侑貴
のイケメン探しの旅」について書きます。
　今回は神埼市脊振町久保山（くぼやま）に旅をして
きました！粉雪舞い散る中での午前中の取材というこ
とだけあって、外に出ていらっしゃる市民の方々を探
すのに大変苦労しました。
　まず出会ったのは玄関口の掃除をされていたおじい
ちゃん。とても淡々とした口調で話されていて、男の
風格が漂っていました。お年を伺うと80歳ということ
で、「眉毛が長かけん、100歳まで生きとるやろうねぇ」
と自慢げに返事をされました。確かにとても長い眉毛
でした!! 馬のたてがみぐらいの長さはありました！（そ
れはウソです）おじいちゃん曰く、眉毛が長い人は長生
きするそうです！僕も今日から伸ばしてみようかなぁ
…。
　元気の秘訣を伺うと、「とにかく毎日楽しく過ごすこ
と！」ということだったので、「楽しいお酒を飲んでい
ますか!?」とすかさず返すと、お酒はまったく飲めな
い！とのこと。なんという意外性!! とてもダンディー
な方で、バーボン片手に歌謡曲を熱唱するぜー！みた
いな外見だったのに…！逆にそのギャップが女性にモ
テるんでしょうねぇ…。カッコ良かったです！
　そして次に出会ったのは、軽トラックで久保山地区
の方々に配布物を配達中というご夫婦！印象に残って
いるのは、旦那様に「奥様はいい女性ですか？」と聞
いた時です。「そりゃーわからん！他の女性と比べたこ

となかけんねー！比べる事になってしまったら大変な
ことやねー！わっはっはー！」と、とても陽気な言葉
が返ってきました。でも、比べる必要もないぐらい素
晴らしい奥様でしたよ！奥様にも同じように「旦那様
はいい男性ですか？」と質問したところ、「言うことな
かです！完璧です！」と素敵な言葉が返ってきました！
バレンタインデーも迫ってきているのにラブラブを見
せつけられてしまいました！悔しいです（笑）
　こうして僕は、ほんっとに厳しい寒さの中での久保
山地区の取材でしたが、心だけはぽかぽかで帰路に着
きました。
　それでは、このほっこりした気持ちと、ちょっとだ
けのもどかしさを込めて一句詠みます！皆さん、僕の
この一句シリーズ、飽きないで下さい!!

「君の愛　あるから暖房　いらないぜ？」
　ひゅー！ロマンチックな一句になりましたね!! あ
れ？舞い上がっているのは僕だけでしょうか…。読者
の方々との温度差が激しい気がします。でも、愛があ
れば寒さなんて乗り越え
られます！究極のエコで
すね！ついでにバレンタ
インチョコレートも溶け
てしまえばいいんです

（泣）それでは皆さん、
また来月！

第７回　「～久保山が溶けるほど恋したい～」

と��き ところ テーマ 講　師

２月７日（木）〈受付〉���９：30～
〈講義〉
�10：00～
　　11：30

はんぎーホール
※会場が変更になっています

ミトコンドリアは細胞の発電所
～健康のカギはミトコンドリア～

西九州大学准教授
平田　孝治

３月７日（木） はんぎーホール
歌は心のサプリメント

閉校式
九州龍谷短期大学教授

水頭　順子
※マイクロバスは脊振支所前、神埼市中央公民館前をいずれも午前９時に出発します。
　ご利用の方は遅れないようにご集合ください。

※いきいき大学はいつでも入学できます。脊振公民館、神埼市中央公民館、千代田支所社会教育課で、教材費を
　添えてお申し込みください。講座日の会場受付でも手続きできます。　教材費：年間 1,000円
◎問い合わせ先　　神埼市中央公民館　☎53－2325

いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

雨
止
ん
で
筑
紫
山
並
紅
葉
映
ゆ

�

藤
山　

初
次

老
夫
婦
大
豆
と
り
終
え
湯
の
旅
へ

�

牟
田
口
則
子

若
き
日
の
胸
の
焦
が
れ
を
雪
椿

�

香
月
富
士
雄

小
春
日
の
縁
側
猫
と
欠
伸
す
る

�

井
上　

豊
美

暁
光
の
露
の
甍
に
手
を
あ
は
す

�

松
本　

都
子

鐘
の
音
を
聞
き
て
我
が
家
で
海
鼠
食
う

�

畑
石　

政
男

気
が
つ
け
ば
家
も
一
緒
に
老
朽
化

�

眞
島　

永
治

好
き
だ
よ
と
言
う
け
ど
芯
が
分
か
ら
な
い

�

吉
村　

民
子

父
さ
ん
の
ハ
ン
ド
ル
操
作
平
和
で
す

�

鵜
木
美
代
子

義
理
チ
ョ
コ
と
分
か
っ
て
い
る
が
目
尻
下
げ

�

森
崎　

寛
次

短
歌

〈
神
埼
短
歌
会
〉

朝
ひ
ら
き
夕
べ
に
閉
づ
る
単
調
に

カ
ー
テ
ン
が
洩
ら
す
今
日
の
繰
り
ご
と

�

中
原　

幸

ザ
ク
ロ
の
実
最
後
の
一
つ
割
れ
て
落
ち

�

東
島
万
喜
子

初
雪
や
ま
た
一
人
友
召
さ
れ
た
る

�

音
成　

市
次

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

小
遣
い
の
制
裁
妻
の
得
意
わ
ざ

�

園
田　

示
右

年
重
ね
再
生
き
か
ぬ
皺
と
染
み

�

眞
島　

壽
子

野
仏
に
野
菊
さ
や
か
に
手
を
合
わ
せ

�

森　

ミ
ズ
エ

石
蹴
り
も
缶
蹴
り
も
し
た
幼
き
日

�

田
中　

雅
代

生
活
の
知
恵
書
き
続
け
宝
物

�

佐
藤
久
仁
子

ピ
ア
ノ
の
音ね

止
め
ば
草
引
く
手
を
払
ひ

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
た
る
を

�

坂
井　

栄
子

秋
冷
の
独
り
の
窓
辺
夕
づ
き
て

し
み
じ
み
思
ぶ
亡は

母は

の
面
影

�

中
島
み
ち
ゑ

さ
よ
う
な
ら
は
寂
し
す
ぎ
る
か
ら
言
は
な
い
で

終お
わ
り宴

の
言
葉
は
「
ま
た
ね
又
ね
に
」

�

城
島　

孝
子

落
ち
に
け
る
葉
に
か
く
れ
を
り
銀
色
の

毛
深
き
こ
ぶ
し
の
花
の
蕾
は

�

前
山
ツ
タ
エ

蔦
の
葉
の
か
そ
け
く
鳴
り
て
地
に
還
る

夕
べ
の
風
に
す
く
ひ
摂と

ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

大
井
サ
カ
ヱ

川
岸
に
撓
わ
に
実
る
か
ら
す
瓜

朱
彩
に
光
る
秋
の
夕
陽
に

�

田
中　

と
代

朝
な
さ
な
落
葉
掃
き
寄
せ
落
葉
た
き

せ
ま
り
来
る
日
の
あ
る
を
思
ひ
ぬ　
　
　

�

納
富　

茂
子

〈
千
代
田
短
歌
会
〉

小
春
日
の
こ
の
や
さ
し
さ
に
蒔
か
れ
た
る

小
麦
は
畠
に
芽
を
は
じ
き
ゐ
む

�

高
橋　

露
子

白
菜
も
漬
け
て
障
子
も
貼
り
替
え
て

弾
む
こ
こ
ろ
で
師
走
と
真
向
ふ

�

石
田
千
津
代

⑩

　城原川の東岸にあり、北は神埼町の大門に接して
います。地名の由来は平安期に勅使田であった神埼
荘が新たに開発した地にちなむといわれています。
建武２年（1335）の東妙寺文書には「値賀郷加納」
とあります。この地は湿田が多く、蛭牟田（ひるむ
た）という別名があるように耕作地として不適な所
でした。公領としての課税を免れるために、ある荘
園領主の領地に編入されることを加納といいますの
で、これが本来の地名の語源であったようです。
　また地区には天保12年（1842）から受け継がれて
いる「鼻高天狗祭り」があり、毎年９月に伝統の儀
式「神水かけ」が行われています

　城原川の西岸に位置し、県道48号（長崎街道）沿
いにあります。地区の名が初めて見えるのは正応２
年（1289）の蒙古合戦勲功地配分状（武雄鍋島家文
書）で武雄の後藤頼明に乙南里の田地３町が配分さ
れたとあります。江戸期は蓮池藩領で安政元年（1854）
には集落の鋤崎で火矢の演習が行われています（蓮
池日史略）。
　由来は丙太田などと同じく郷里制実施の時に付け
られた地名のようです。また、地区には毎年９月に
行われる「汐井とり」の伝統行事があります。天満
宮に引き継がれている赤と黒の面（天保３年と記載）
を中学生以下の男子が早朝から川に入り、満ちてく
る潮水でお面を清め、無病息災、五穀豊穣を願うも
のです。

　千代田町城田地区の中
心で、国道264号が東西に
走り、西に城原川が流れ
ています。昔、同川は方々
に水溜り地や渕を作りな
がら大きく蛇行していま
した。荒れ地を計画的に
区画整理するため、工事
区ごとに番号を付ける必
要があり、その番号が
甲・乙・丙・丁などでし
た。南の丁太田と同様郷
里制実施の名残が地区名
になったようです。
　集落の中を丙堀が縦横に巡っており、文政７年（1825）
に蓮池藩主の鍋島直与が梶井堀で捕獲された鯉魚を見
物したという逸話もあります。
　周辺には千代田支所、千代田中部小、郵便局、病院、
コンビニなどがあり、近年は新興住宅が増えています。

嘉 納（かのう・千代田町）

丙

乙

太

南

田

里

（ひのえおおた・千代田町）

（おつなんり・千代田町）

乙南里

丁太田

千代田支所

嘉納

丙太田

千代田中

城原川

直鳥橋

264

48




